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 軽水炉燃料における、燃料をどのようにしたらよいかを検討している。 
 
 参加者はプロジェクトディレクターがブレントＪヒューザー、パートナー機関としてイリノイ大学、
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 各担当はサンプル作成のスパッタ付着がイリノイ大学、クラッド製作が ATI ワウ・チャン。腐食
試験として、オートクレーブ使用がミシガン大学、フロリダ大学、マンチェスタ大学、イオン加速

器がイリノイ大学、ミシガン大学、マンチェスタ大学。オフノーマル酸化がTGAでイリノイ大学、
マンチエスタ大学。微量分析特性評価である微量分析をイリノイ大学、ミシガン大学、マンチェ
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 福島第１原子力発電所では、FP により水素が多く発生してしまったが、スリーマイルでも懸
念されていた。燃料被覆管であるジルカロイが高温にさらされると、蒸気とジルカロイが反応し

て水素が発生してしまう。 
 そこで、ジルカロイベース合金材料として改質を加えることを考えている。アプローチとして酸

化、コーティング、表面処理等を考えている。 
 
 今後も燃料被覆管にはジルカロイが使用されるだろうが、被覆管に添加剤を使用することで

高温にさらされた場合に表面で酸化成長を遅らせる効果を考えている。通常は、安定で存在

し高温時は酸化に対して対応してくれるものである。実験的であり、モデルとなる。 
 今後、中性子に影響が無い材料を求め、被覆材料に照射し、どのような「ふるまい」になるか

解析する。 
 


